
2026 年 5 月 1 日 
 

Page | 1  
 
 

 

バンコク銀行（BBL_n） 
経営混迷中のタイ建設最大手への金融支援は懸念材

料だが、「コネクテッド・アセアン」戦略の進展に期待 
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 2025/12期1Q（1-3）は、総収益が前年同期比10.6％減、純利益が同

12.9％減。経費率改善も、貸出残減少と純金利マージン縮小が響いた。 
 経営が混迷中のタイ建設最大手イタリアン・タイ・デベロップメントを
金融支援。追加融資や社債償還期限延長の業績への影響は懸念材料。 

 タイ最大の商業銀行として海外に拠点を持つ強みを活かし、「コネクテ
ッド・アセアン」戦略の下、アセアン域内の事業網の連結を強化。 

What is the news? 
4/21発表の2026/12期1Q（1-3月）は、総収益が前年同期比10.6％減の

408.08億THB、純利益が同12.9％減の109.94億THBだった。経費率が0.8ポ
イント低下の44.7％へ改善、予想クレジット損失が0.7％減の90.03億THB
だった。純金利マージン縮小や貸出減少に加え、非金利収益の減少が響
き減収。経費率は改善したものの、利益面で吸収の余地が限られた。前
四半期比では、総収益が0.1％増、純利益が41.7％増、貸出の質に係る不
良債権比率（グロス）の3月末が0.1ポイント上昇悪化の3.1％となった。 

1Qの総収益の内訳は以下の通り。①純金利収益は前年同期比12.3％減
の279.76億THB。3月末貸出残高が2.2％減少に加えて、純金利マージン
（NIM）が同0.40ポイント低下の2.49％に悪化したことが響いた。②非金
利収益は同6.6％減の128.32億THB。純手数料・サービス収益が、貸出関連
手数料の減少が響き8.0％減の69.81億THBだったことに加え、その他営業
収益も投資利益の減少が響き4.9%減の58.51億THBだった。 

How do we view his?  
通期会社計画は、貸出残高の伸び率が前期比2～3％増、純金利マージ

ンが2.4～2.5％、純手数料収益伸び率が1桁台前半、経費率が40％台後
半、信用スプレッドが1.00％（1Q実績1.39％）である。タイ最大手である
同行のほか、サイアム商業銀行、カシコーン銀行などは、経営が混迷し
ているタイ建設最大手のイタリアン・タイ・デベロップメント（ITD）を
金融支援し追加の融資を決めたほか、一部社債の償還期限の延長も認め
ており、これらの銀行の業績への影響が懸念される。 
タイの政策金利は2024年10月に0.25ポイント引き下げられて以降、

2025年2月、同年8月にも0.25ポイント引き下げられて1.50％となった。続
く10月には市場の予想に反して金利据え置きとなったが、タイ中央銀行
は、12月と2月の2会合連続で0.25ポイント引き下げた。純金利マージン
のさらなる縮小が見込まれる中、引き続き非金利収益の動向が鍵を握り
そうであることに加え、2021年5月に統合したプルマタ銀行を通じてイン
ドネシアの成長を取り込むことが今後の成長戦略として重要だろう。 
    バンコク銀行は、タイ最大の商業銀行として国内約900支店、海外14カ
国・地域に拠点を持っている点にある。長年の実績に基づき、大企業や
中小企業向け融資に強みを発揮している。2024年に「コネクティング・
アセアン」戦略を打ち出し、アセアン域内の事業網の連結を強化して外
国からの直接投資（FDI）の誘致を支援すると同時に、タイ企業が東南ア
ジアで持続的な成長の機会にアクセスできるように注力している。 

 

 

業績推移 ※参考レート　1THB=4.81円

事業年度 2023/12 2024/12 2025/12 2026/12F 2027/12F

当期利益(百万THB) 41,635 45,211 46,006 41,686 43,109

EPS(THB)） 21.81 23.69 24.10 21.75 22.49

PER（倍） 6.12 5.72 6.70 7.47 7.23

BPS(THB) 277.12 290.77 300.67 311.95 324.66

PBR（倍） 0.48 0.47 0.54 0.52 0.50

配当(THB) 7.00 8.50 10.00 9.87 10.12

配当利回り（%） 5.24 6.28 6.20 6.08 6.22

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想(THB) 9.87 （予想はBloomberg）

終値(THB) 162.50

会社概要

企業データ（2026/5/1)

ベータ値

時価総額(百万THB)

企業価値=EV(百万THB)

3ヵ月平均売買代金(百万THB)

主要株主（2026/5）     （％）

1.STOCK EXCHANGE OF THAILAND 23.35

2.ｽﾃｰﾄ･ｽﾄﾘｰﾄ 6.59

3.CITY REALTY CO LTD 4.70
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）

リサーチ部

2026/4/30

1944年設立のタイ最大の総資産を誇る銀行。東南ア

ジアでも6番目に大きい。
タイ国内では、約1700万に上る個人向け口座を有し、

セルフサービス店舗を含む1200ヵ所の支店とコールセン
ター、インターネット・モバイルバンキングなどから成る

チャネルを通じ、商業銀行業務のほかファイナンシャル・
プランニングや投資信託なども提供している。

また、約240ヵ所のビジネス拠点で企業金融及び中小
企業向け融資サービスを提供しており、外国為替、送

金、CMS（キャッシュ・マネジメントサービス）を取り扱って
いる。

　

国際銀行としても、カンボジア、中国、香港、インドネシ
ア、日本、ラオス、マレーシア、ミャンマー、フィリピン、シ

ンガポール、台湾、英国、米国、ベトナムの14ヵ国で300
超の海外支店ネットワークを有する。
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